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股関節障害に対する評価
―症例から考える構造と機能のつながり―

我汝会えにわ病院リハビリテーション科

家入 章

本セミナーでは，股関節障害に対する評価について，人工股関節全置換術（total hip arthroplasty；THA）後の歩容不良を
きっかけに，何を観察し，どのように考えるかを紹介します．股関節疾患では， 痛，可動域制限，筋力低下など，股関節
局所の問題に目が向きやすい一方で，実際の症状や動作能力には，脊柱・骨盤帯に加え，膝関節や足部を含めた下肢全体の
アライメントや可動性も関係します．そのため，股関節障害の評価では，局所所見だけで判断せず，脊柱・骨盤帯から下肢
までの関係性を踏まえて考えることが重要です．
当日は，看護師からTHA後患者の歩容不良について相談を受けた事例を手掛かりに，股関節障害に対する評価の視点を整

理します．一見すると股関節伸展制限や脚長差が問題にみえる場合でも，股関節局所の所見だけでは説明しきれないことが
あります．そのため，観察された歩容や姿勢をそのまま問題点と決めつけるのではなく，画像所見や手術情報を踏まえた構
造的な前提条件と，介入によって変化しうる機能的な問題を分けて考える必要があります．本セミナーでは，評価の捉え方，
仮説の立て方，変化の確認方法について考えます．
また，時間の許す範囲で，臼蓋形成不全を中心とした保存療法の考え方にも触れる予定です．THA後の評価と保存療法は
異なるテーマにみえますが，画像所見や治療経過を前提にしながら，症状や動作が変化する条件を探し，主訴や困難動作の
変化を確認する点では共通しています．本セミナーが，股関節局所の評価にとどまらず，症例の動作や生活背景を含めて臨
床的に考えるきっかけとなれば幸いです．
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